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 5 月号

当法人は、

     ISO9001の認証施設です

し
ゅ
り
あ
ち
ょ
ー
く
で
は
現
在
、
大
改
修
工
事
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
５
月
６
日
、
第
一
期
工
事
と

し
て
浴
室
と
ト
イ
レ
な
ど
の
改
修
が
終
了
し
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
、
ど
ん
な
場
合
で
も
、
す
っ
き
り
排
せ
つ

し
て
ほ
し
い
、
ゆ
っ
く
り
お
風
呂
に
入
っ
て
ほ
し
い
そ
ん

な
熱
い
思
い
を
た
く
さ
ん
込
め
て
作
り
ま
し
た
。
ト
イ

レ
は
、
人
間
の
体
の
仕
組
み
に
沿
っ
た
移
乗
の
動
作
や

排
せ
つ
姿
勢
が
で
き
る
よ
う
。
お
風
呂
は
、
肩
ま
で
湯

船
に
つ
か
っ
て
「
い
い
加
減
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
た
め

に
。
そ
し
て
お
風
呂
が
裸
の
付
き
合
い
と
も
称
さ
れ
る

「
社
交
場
」
と
な
る
よ
う
に
、
様
々
な
工
夫
を
行
い
ま

し
た
。
（
介
護
総
合
研
究
所
元
気
の
素　

上
野
文
規
先

生
に
監
修
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
）

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
使
っ
て
の
突
貫
工
事
で
し
た

が
《思
い
通
り
》
の
「
作
品
」
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
新
し
い
浴
室
や
ト
イ
レ
を
最
大
限
活
用

し
て
、
質
の
高
い
排
せ
つ
ケ
ア
・
お
風
呂
の
ケ
ア
を
展

開
で
き
る
よ
う
、
そ
し
て
『
あ
す
か
介
護
方
針
・
５
カ

条
』
を
、
き
ち
ん
と
利
用
者
様
に
お
手
渡
し
で
き
る

よ
う
、
職
員
全
員
で
さ
ら
に
技
術
を
磨
い
て
ま
い
り

ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（保
田
和
彦
）

 

 

【
し
ゅ
り
あ
ち
ょ
ー
く
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
!!
】

広々使えるトイレ

ゆったりできるお風呂



 
あ
す
か
の

施
設
管
理施設管理室室長

おおきた　ひろあき

大北　博章
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前
回
に
引
き
続
い
て
お
話
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
前
回
は
医
療
法
人
あ

す
か
の
施
設
の
消
防
設
備
に
つ
い
て
お

話
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
設
備
を

有
効
に
使
用
す
る
、
自
衛
消
防
訓
練

に
つ
い
て
で
す
。

自
衛
消
防
訓
練
は
、
火
災
発
生
時

に
消
防
隊
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の

間
、
効
果
的
な
消
防
活
動
が
で
き
る

よ
う
熟
練
し
て
お
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
火
災
と
い
う
異
常
事
態

の
中
で
迅
速
か
つ
的
確
な
行
動
を
と

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
、
火
災
時
の
一
連
の
活
動
を
繰
り

返
し
て
行
い
、

身
体
に
覚
え
さ
せ
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

訓
練
は
、
通
報
訓
練
、
消
火
訓
練
、
避

難
訓
練
、
総
合
訓
練

（
前
記
の
訓
練
を
一

連
の
流
れ
と
し
て
総
合
的
に
実
施
）
に
分
け

ら
れ
、
事
業
所
の
用
途
等
に
よ
っ
て
年
間
の

回
数
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
定
防
火

対
象
物

（医
療
法
人
あ
す
か
の
施
設
で
は
、

あ
す
か
療
養
セ
ン
タ
ー
が
該
当
し
ま
す
）
で

は
消
火
訓
練
及
び
避
難
訓
練
を
年
２
回
以

上
、
通
報
訓
練
を
年
１
回
以
上
、
ま
た
、

非
特
定
防
火
対
象
物
で
は
そ
れ
ぞ
れ
年
１
回

以
上
定
期
的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。訓

練
は
、
建
物
の
用
途
特
性
や
、
規
模
、

構
造
、
収
容
者
の
状
況
、
勤
務
人
員
等
の

実
態
に
あ
っ
た
想
定
の
も
と
で
行
う
こ
と
が

大
切
で
す
。

①
点
灯
し
た
受
信
機
の
地
区
表
示
灯
の
場

所
と
警
戒
区
域
一
覧
図
を
照
合
し
て
確
認

し
、
現
場
に
か
け
つ
け
ま
す
。
こ
の
時
、
受

信
機
の
周
囲
に
複
数
の
勤
務
者
が
い
る
場

合
は
、

そ
の
場
に
１
名
残
し
て
お
き
ま

す
。
ま
た
、
現
場
付
近
に
人
が
い
る
場
合

は
、
自
動
火
災
報
知
設
備
の
非
常
放
送

ま
た
は
電
話
で
現
場
を
確
認
し
て
も
ら

い
、
火
災
の
場
合
は
即
消
防
署
に
通
報

し
ま
す
。

②
受
信
機
の
地
区
表
示
灯
が
複
数
表

示
さ
れ
た
と
き
、
ま
た
は
自
動
火
災
報

知
設
備
と
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
が
前

後
し
て
作
動
し
た
場
合
は
、
原
則
と
し

て
火
災
と
断
定
し
て
、
即
消
防
署
に
通

報
し
ま
す
。

③
現
場
に
急
行
す
る
際
は
、
消
火
器
、
懐

中
電
灯
、
マ
ス
タ
ー
キ
ー
、
自
動
火
災
報

知
設
備
の
送
受
話
器(

あ
す
か
で
は
、
１
つ

に
ま
と
め
て
携
行
出
来
る
よ
う
に
用
意
し

て
い
ま
す
。)

を
携
行
し
ま
す
。

④
現
場
の
確
認
に
当
た
っ
て
は
煙
や
炎
が

見
え
な
い
場
合
で
も
、
ダ
ク
ト
ス
ペ
ー
ス
、

そ
れ
で
は
訓
練
の
流
れ
を
説
明
し
ま
す
。

１.

火
災
の
発
見
を
発
見
し
た
ら
、
何
よ

り
も
大
切
な
事
は
出
来
る
だ
け
早
く

消
防
署
に
通
報
す
る
事
で
す
。

各
施

設
に
は
自
動
火
災
報
知
設
備
が
あ
り
ま

す
の
で
、
平
素
か
ら
す
べ
て
の
職
員
が
そ

の
設
備
の
取
り
扱
い
方
を
知
っ
て
い
る
事
が

大
切
で
す
。

◆
自
動
火
災
報
知
設
備
等
か
ら
大
き
な

ベ
ル
音
が
鳴
り
、
地
区
表
示
ラ
ン
プ
が
点

灯
し
た
時

◆
人
為
的
に
発
見
し
た
場
合

①
大
声
で
周
囲
に
火
災
発
生
を
知

ら
せ
る
と
と
も
に
、
非
常
ベ
ル
の
ボ
タ

ン
を
押
し
、
即
電
話
で
消
防
署
に
通

報
す
る
。
付
近
に
人
が
い
る
場
合
は
、

通
報
、
連
絡
、
初
期
消
火
、
避
難
誘

電
気
配
線
ス
ペ
ー
ス
等
も
見
落
と
し
の
な

い
よ
う(

漏
電
な
ど
に
よ
る
事
も
あ
る
の

で
臭
い
に
も
注
意
す
る
。)

に
点
検
し
ま

す
。

⑤
現
場
確
認
者
は
、
電
話
等
を
利
用

し
て
確
認
結
果
を
自
動
火
災
報
知
器
の

前
で
待
機
し
て
い
る
も
の
に
報
告
し
ま

す
。

防災監視盤

スプリンクラー設備の

扉を開けると…

 

スプリンクラーの

制御弁があります
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①

 
 

 
 

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
つ
ど

い
の
家
の
開
設
と
共
に
、
「歌
を
楽
し
み
な
が
ら

井
戸
端
会
議
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
利
用
者
の
皆

様
方
と
楽
し
み
な
が
ら
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

童
謡
、
唱
歌
、
歌
謡
曲
、
軍
歌
・
・
・
今

や
歌
詞
フ
ァ
イ
ル
は
200
曲
近
く
な
っ
て
い
ま
す
。

な
る
べ
く
フ
ル
コ
ー
ラ
ス
で
声
の
出
し
や
す
い
音

域
で
、
歌
う
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

に
心
が
け
て
い
ま
す
。
唱
歌
を
歌
っ
て
は
、
日

本
語
の
美
し
い
表
現
、
昭
和
の
歌
謡
曲
の
奥
ゆ

か
し
い
表
現
な
ど
、
詩
の
解
釈
で
話
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
も
、
度
々
あ
り
ま
す
。

つ
ど
い
の
家
で
月
・
金
、
あ
す
か
療
養
セ
ン

タ
ー
で
は
各
フ
ロ
ア
ー
で
火
・
木
・
土
と
皆
様
と

過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

２
年
前
の
東
日
本
大
震
災
後
は
応
援
の
気

持
ち
が
届
く
よ
う
に
と
、
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ｄ
の

『
負
け

な
い
で
』
を
歌
う
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
、

ス
タ
ッ
フ
の
力
を
借
り
な
が
ら
１
年
間
歌
い
ま
し

た
。
今
年
は
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
の
『世
界
に
一
つ
だ
け
の

花
』
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

毎
回
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
は

『幸
せ
な

ら
手
を
た
た
こ
う
』
の
特
別
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
盛
り

上
が
っ
て
い
た
だ
き
、
笑
っ
て
笑
っ
て
終
了
し
ま

す
。利

用
者
の
皆
様
が
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
と
過

ご
さ
れ
て
き
た
時
代
の
移
り
変
わ
り
の
苦
労
話

や
、
リ
ハ
ビ
リ
に
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
姿
に
勇
気

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
歌
っ
て
、
笑
っ
て
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

第
１
回
目
は
、
つ
ど
い
の
家
の
音
楽
プ
ロ
グ
ラ

ム
『つ
ど
い
の
広
場
』
の
講
師
・
國
森
鈴
子
さ
ん

に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
、
お
話
を
伺
い
ま
す
。

᷻
第
１
回
᷼

２.

通
報
・
連
絡

　

消
防
機
関
へ
の
通
報
は
、
火
災
の
内

容
が
十
分
把
握
で
き
て
い
な
い
段
階
で

も
ま
ず
通
報
し
、
状
況
が
確
認
で
き

次
第
随
時
情
報
を
通
報
し
ま
す
。
こ

れ
と
同
時
に
、
事
業
所
内
及
び
関
係

者
へ
の
連
絡
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。
ま
た

消
防
機
関
へ
の
通
報
は
所
在
地
、
建
物

名
称
、
火
災
の
状
況
等
を
的
確
に
伝
え

ま
す
。

３.

初
期
消
火

　

消
防
機
関
へ
の
通
報
は
、
火
災
の
内

容
が
十
分
把
握
で
き
て
い
な
い
段
階
で

も
ま
ず
通
報
し
、
状
況
が
確
認
で
き

次
第
随
時
情
報
を
通
報
し
ま
す
。
こ

れ
と
同
時
に
、
事
業
所
内
及
び
関
係

者
へ
の
連
絡
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。
ま

た
消
防
機
関
へ
の
通
報
は
所
在
地
、
建

物
名
称
、
火
災
の
状
況
等
を
的
確
に

伝
え
ま
す
。

４.

避
難
誘
導

　

避
難
誘
導
に
つ
い
て
は
出
火
階
等
で

の
原
則
や
出
火
場
所
や
火
災
の
程

度
、
煙
の
拡
散
状
況
、
消
火
活
動
の

導
の
消
防
活
動
を
指
示
し
ま
す
。

②
人
が
い
な
い
場
合
は
直
ち
に
119

番
通
報
を
し
ま
す
。

　

以
上
、
流
れ
を
お
話
し
ま
し
た
が
、
幸

い
医
療
法
人
あ
す
か
の
施
設
は
消
防
署

に
非
常
に
近
い
の
で
、
通
報
・
連
絡
、
初

期
消
火
を
き
っ
ち
り
行
え
ば
、
直
ち
に

消
防
隊
が
到
着
し
ま
す
。
何
よ
り
も
大

切
な
事
は
、
防
災
に
対
す
る
意
識
と
取

り
組
み
で
す
。
利
用
者
様
の
安
全

・
安

心
を
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
強
い
意
志

を
持
っ
て
職
員
一
丸
で
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

実
施
状
況
等
に
よ
っ
て
総
合
的
に
、
か
つ

短
時
間
で
判
断
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
判
断
基
準
、
搬
送
方
法
等
に
つ
い

て
は
訓
練
時
に
お
話
し
し
ま
す
。

【お
詫
び
と
訂
正
】　

４
月
号
の

『
お
も
し
ろ
き
か
な
我

が
人
生
』
の
コ
ー
ナ
ー
で
木
村
貴

美
江
様
の
生
年
月
日
が
間
違
っ
て
い

ま
し
た
。
正
し
く
は
大
正
11
年
２

月
26
日

（　
91

歳
）
で
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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　ショートステイみどりいの利用者様の中には、 外出することが難しい方がいらっしゃいます。 しかし今

日本人にとって桜は特別の花。 例年より早い桜

今年のお花見は、 広域公園

へ行きました。 とても良い天気で

 

 

 4月4日

 4月14日 

の開花に、 つどいの家では月初めの４月２ ・ ３ ・ ４日と３

組に分かれて、 それぞれのご希望の場所に、 お弁当を用意してお花見に出かけまし

た。 ２日は緑化センターへ。 ３日は安佐動物公園の周りの桜並木をドライブし、 交通

科学館へ。 ４日はせせらぎ公園でお花見を楽しみました。

　２日は雨が降ったため外での食事はできませんでしたが、「雨の桜もとてもきれいよね。」と

古市様。 「あそこにもお花が満開！あっ、 ここにも満開の花が ・ ・ ・ 。」 と稲田様の弾む声!!

車の中で桜を楽しみました。

　３日は安佐動物公園の前の桜のトンネルをくぐったあと、 交通科学館へ向かうコー

スです。 電車の運転手をされていたという、 日ごろ口数が少ない小田様ですが、 交

通科学館に展示されていた宇品行の電車を見るなり「この電車に乗りよったんでー！

でも、 新しい電車には乗らせてもらえんかったんよ。」 と話してくださいました。 男性陣

はお弁当を広げるなり、 「ビール♪ビール♪」 とノンアルコールビールで乾杯し、 宴会

暖かな日差しの中、満開の桜の下

でゆっくりとした時を過ごしました。 「まあ

～見事なしだれ桜じゃね」 「私みたいにきれい （笑）」 など笑顔 ・ 笑いの絶えないお花

見となりました！

昼食は広域公園近くの 『田舎茶屋わたや』 でお食事をしました。 みなさん、 「私は

これ！」 とメニューを見てお一人おひとり選ばれ、 「美味しい！あなたのも美味しそうね

～」 と楽しく美味しくいただきました。                                      　　　（森原幸代）

が始まりました。 「わしは、 日本酒！日本酒ないん？」 と八尾様…。 みなさんの笑顔がは

じけ、 楽しい楽しいお花見でした。

　４日はせせらぎ公園へ。 職員が荷物をだすのに手こずっていると、 河内様と仁田様が 「私らの事は後でいいから、 ゆっ

くりしなさい。 焦りんさんな。」 と、 優しく声をかけてくださいました。 ３日間それぞれ楽しい想い出となったお花見でした。 ５

月は新緑ドライブですね！　　                                                                       　　（竹村和哉　渡上静栄）

年は、 気分だけでもお花見を楽しんでいただこうと、 施設内でお花見パーティーをしました。

厨房で心をこめて作ってもらったお花見弁当を広げ、 まずはノンアルコールビールで乾杯！

「ビールなんて久しぶりに飲んだよ」 「なんだか酔っちゃいそうね」 と会話が弾みます。 色とりどり

に盛り付けられたお花見弁当

に 「食べるのがもったいないく

らいきれいだね」 「おいしい

ね」 と、 みなさんの顔は笑顔いっぱいでした。 普段

は食が細い利用者様も、 「とてもおいしかったよ」 と

完食されました。

笑顔いっぱいお花見パーティーに至福の１日を過

ごしました。 　　                　　　      （大村まい）

 4 月2・3・4 日
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まやるちょーくでは３月３１日に神田山荘へ行ってきました。 この日はお天気も良く、 絶好のお花見日和！神田山荘

へ行く途中にある桜も満開で、 「きれいじゃね～！」 と利用者様も車から見える桜に笑顔しておられました。 神田山荘

ではまずノンアルコールビールで乾杯～!!そして、 ちらし寿司、 うどん、 揚げだし豆腐、 茶碗蒸し…などの豪華な御膳を

いただきました。 その後は介護スタッフ＆運転手総出の銭太鼓による 『花笠音頭』 の熱演 ・ ・ ・ 利用者様から大喝采

をいただきました。
めいそう にほんごう

そして本日の特別ゲストは民謡講師である正木先生。 『名槍日本号』 の舞や 『土佐おけさ』 の浪々たる美声にみな

さん聴き入っておられました。 「花見は毎年楽しみにしとるんよ」 「今年も行けて良かった」 などたくさんのうれしい感想を

いただきました。 みなさんの笑顔に私たち職員もたくさんの元気をいただきました。 ４月２８日には “【春の宴】 ～バラコー

ス～” もあります。 そちらでもみなさんと楽しい時間を過ごせるよう、 企画をしています。 楽しみにしていてくださいね！

（阿川愛美）

　野ばらでは、 事前に職員が下見した沢山の桜スポットを巡りながら、 花緑公園ま

でお花見に出掛けました。天気は快晴！桜も満開！絶好の行楽日和に皆様の心

もウキウキです♪厳選した沢山の桜スポットを巡るドライブでは、なだらかな山の斜面

一面に広がる桜の美しさに「ウワァ～きれい！」と何度も感嘆の声が上がります。花

 3月31日  

  4月4・5日

緑公園に到着後は、待ちに待ったお弁当の時間♪二段折りのお弁当には、桜ごはん・

たらの芽の天ぷら・筍の土佐煮・春野菜の和え物等、春の味覚がいっぱいです。

「おいしぃ～」 と思わず笑みがこぼれます。

その後、 花緑公園内を散策。 花緑公園はその名の通り 【花】 と 【緑】 に溢

れた公園です。 公園内には桜だけでなく、 山ツツジ ・ 雪柳やレンギョウ･･･数々

の花が色とりどりに咲いていました。 “春” を満喫した今回の外出、 皆様の頬は桜

色に紅潮し、 終始楽しい笑い声と笑顔が満開でした♪

（深川智美）
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野ばらでは、 利用者様と職員が一緒になって、 毎月季節にあった共同作品を制作してい

ます。 今年の１月から４月までの作品をご紹介させていただきます。

１月　迫力満点の富士山です

４月　豪華な夜桜ですね３月　華やかな着物ですね

２月　かわいらしい子鬼たちです



2013年（平成25年）　5月号　　ニューズレター　あすか

7

　

若
竹
句
会　

四
月
作
品
抄 

信
廣
高
陽 

選 

（
平
成
二
五
年
）　

あ
あ
あ
っ
た　

わ
ら
び
が
あ
っ
た　

ご
ち
そ
う
だ　
　
　
　
　

綿
谷
カ
ツ
エ

〔寸
評
〕
蕨

（わ
ら
び
）
は
羊
歯

（し
だ
）
の
類
で
、
春
に
先
駆
け
て
日
当
た
り
の
よ
い
山
野

や
芝
山
に
萌
え
出
る
。
あ
く
を
抜
い
て
、
煮
わ
ら
び
・
わ
ら
び
汁
・
わ
ら
び
飯
な
ど
に
し
て
食

す
。
葉
が
開
い
て
羊
歯
が
形
を
整
え
て
く
る
と
春
も
深
く
な
って
く
る
。
こ
の
句
、
待
ち
に
待
っ

た
春
の
訪
れ
、
わ
ら
び
を
見
つ
け
た
喜
び
を
童
話
に
出
て
く
る
よ
う
な
リ
ズ
ム
の
よ
い
五
七
五
に

ま
と
め
ま
し
た
。

　
音
立
て
て　

華
や
ぐ
庭
は　

落
椿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
村
キ
ミ
エ

〔寸
評
〕
原
句
の
上
五
は

「と
つ
ぜ
ん
に
」
と
な
って
い
ま
し
た
が
、
椿
の
自
己
主
張
は

「音
立
て

て
」
に
し
た
ほ
う
が
よ
り
具
体
的
で
、
お
だ
や
か
な
表
現
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

ぼ　

け

木
瓜
の
花　

こ
こ
に
咲
い
た
と　

揺
れ
ゐ
た
り　
　
　
　
　
　

西　
　

富
枝

〔寸
評
〕
晩
春
の
季
語

「木
瓜
の
花
」
は
中
国
原
産
、
全
国
各
地
で
親
し
ま
れ
て
い
る
花
木
で
、

枝
に
は
と
げ
が
が
あ
り
、
三
、
四
月
頃
、
赤
又
は
白
の
五
弁
花
が
枝
上
に
か
た
ま
って
咲
き
ま

す
。
原
句
は
、
下
五
が
「主
張
す
る
」
と
な
って
い
ま
し
た
が
、
俳
句
の
言
葉
と
し
て
は
ど
う
か

と
思
い
ま
す
の
で

「
揺
れ
ゐ
た
り
」
と
し
ま
し
た
。

つ
く
し
ん
ぼ　

誰
を
待
つ
や
ら　

土
手
に
立
つ　
　
　
　
　
　

河
野　

一
枝

〔寸
評
〕
早
春
の
土
手
に
頭
を
出
し
た
つ
く
し
ん
ぼ
、｢

誰
を
待
つ
や
ら｣

で
擬
人
法
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
若
か
り
し
頃
を
思
い
出
し
て
、
つ
く
し
ん
ぼ
に
デ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
ね
。
上
手
で
す
。

餌
付
け
し
て　

競
い
来
る
鳥　

桃
の
花　
　
　
　
　
　
　
　
　

西　

ト
シ
子

〔寸
評
〕
餌
付
け
し
て
飼
い
な
ら
し
た
か
わ
い
い
小
鳥
、
晩
春
葉
に
先
立
って
咲
き
始
め
る
淡
紅

色
の
ひ
な
び
た
桃
の
花

―
の
と
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な
桃
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花
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取
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が
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で
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表
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ず
ら
り
と
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の
名　

小
鳥
来
る　
　
　
　
　
　
　

信
廣　

高
陽

　やってみようかな、 これならできそうとイラストを見て、 簡単に体を動かしたくなるようなものでも、 やってみ

ると意外に難しかったり、 以前はできていたのにということはありませんか？今回は、 身近なタオルを使って、

日常生活の動きに着目したいと思います。 　　　　                                    　　　ポシブル所長　槙本弘子

【やり方】

①手を背中に回してタオルの両端を持つ。

②お風呂で背中を洗う要領で上下に動かす。 肩に痛みのない方、 余裕のある方は、 上になっているほうの

手をまっすぐ頭の上から抜くように動かす。

　※難しい方は、 長めのタオルを使用したりして、 肩の痛みのない範囲で行ってください。

最初は無理なく左右５回ずつくらいから始めてみましょう。

お風呂で背中を洗う時にされてもかまいません。

＊効果＊

　肩の柔軟性の向上⇒五十肩、 四十肩予防

　肩甲骨の動きの改善⇒姿勢改善

　上腕三頭筋の筋力アップ⇒二の腕の引き締め
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『
お
か
～
し
く
っ
て
♪
お
か
し
く
っ
て
♪
』

連
休
中
の
菓
子
博
は
も
の
す
ご
い
人
で
し
た

ね
。広
島
で
は
92
年
ぶ
り
の
全
国
菓
子
大
博
覧

会
だ
っ
た
そ
う
で
す
よ
。せ
っ
か
く
だ
か
ら
と

思
い
、
記
念
に
行
っ
て
み
た
も
の
の
、
ど
こ
に

行
っ
て
も
人
・
人
・
人
…
笑
　
並
ぶ
だ
け
で
疲

れ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。次
の
広
島
は
何
年
後
に
な

る
ん
だ
ろ
う
!?

　～ 医療法人あすかの経営理念 ～

　　　　　　　　　『 感謝　尊厳　謙虚　誇り 』
　医療法人あすかは、地域の患者様、利用者様との出会いに感謝し、信頼される法人として常に最善

の医療、看護、介護を提供することを使命としています。私たちの仕事は、人の尊厳を守り、人の人

生によりよい影響を与え、支えていくことです。私たちは、心を込めて仕事をします。私たちは謙虚

であり、仕事に誇りを持ち、社会に貢献していくことを喜びとしています。

第60回あすか交流会のお知らせ

ご出席希望の方は６月２０日(木)までに申込書をご利用されている事業所の職員、 またはあすか
居宅介護支援事業所ケアマネにお渡しください。 電話での申し込みも受け付けております。

　　　あすか居宅介護支援事業所　ＴＥＬ ： ０８２－８３０－５１７７

テーマ ：『認知症の理解とケア』

　 　　　　～認知症になっても地域で当たり前の生活を～

日　時 ： 平成２５年７月６日(土)　１３ ： ００～１５ ： ００

　　　　　　　　（受付１２ ： ３０　開会１３ ： ００）

場　所 ： ポシブルみどりい(ハイタウン神宮山壱番館１階　緑井３丁目２０－１)

日本の高齢化率は今年２５.２％で、 ４人に１人が６５歳以上となり、 「超高齢社会」 を迎えています。 高

齢になるほど認知症の人の割合は高くなり、 ８５歳以上では約４人に１人が認知症であるといわれています。

このように認知症は特別の病気ではなく、 誰がかかってもおかしくない病気です。 あすかのサービスをご利

用の方にも、 多くの認知症の方がおられます。 私たちは認知症という病気になっても、 明るく当たり前の生

活が地域でできるようにケアを行っております。 私たちの目指す認知症ケアをご家族と一緒に共有したい

と思い交流会を企画いたしました。 また、 ご家族とスタッフとの情報交換のための時間も設けています。 是

非ご参加ください。


